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景
観
建
築
を
誕
生
さ
せ
た
Ｆ
・
Ｌ
・
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
（
１
８
２
２
ー
１
９
０
３
） 

 

広
大
な
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク 

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
と
東
京
の
都
心
に
あ
る
日
比
谷

公
園
は
対
比
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
巨
大
都
市
の
中
心
に
あ
る
公
園
と
い
う
意
味
で

は
類
似
し
て
い
ま
す
が
、
前
者
は
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
×
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
面
積
三
四
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
後
者
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
×
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
二
〇
倍
も
相
違
し
て

い
ま
す
。
完
成
も
一
八
五
九
年
と
一
九
〇
三
年
で
四
〇
年
近
い
差
異
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

内
容
が
相
違
し
て
い
ま
す
。 

  

日
比
谷
公
園
は
一
部
に
和
風
庭
園
も
あ
り
ま
す
が
、
大
半
は
広
場
を
中
心
と
し
た
空
地
で
、
建
物

も
図
書
館
、
公
会
堂
、
料
理
店
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
大
半
は
人
工
の

森
林
で
、
鳥
類
が
遊
泳
し
て
い
る
湖
沼
や
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
な
ど
の
運
動
施
設
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
筆
頭
に
い
く
つ
か
の
博
物
館
や
美
術
館
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
都
市
公
園
を
設
計
し
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ロ
ー
・
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
を
紹

介
し
ま
す
。 

 

農
業
か
ら
記
者
に
転
身 

  

オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
一
八
二
二
年
に
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
の
裕
福
な
商
人
の
家

庭
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
の
祖
先
は
一
七
世
紀
の
初
期
に
イ
ギ
リ
ス
の

エ
セ
ッ
ク
ス
か
ら
移
住
し
て
き
た
由
緒
あ
る
一
族
で
し
た
。
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
本
人
は
イ
エ
ー
ル
大

学
へ
入
学
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
に
病
気
で
視
力
が
低
下
し
た
た
め
入
学
を

断
念
し
、
見
習
い
船
員
、
商
人
、
貿
易
な
ど
様
々
な
仕
事
に
就
業
し
ま
す
が
、
農
業
を
本
業
に
し
よ

う
と
決
心
し
ま
す
。 

  

そ
こ
で
イ
エ
ー
ル
大
学
に
入
学
し
て
農
業
を
勉
強
し
て
卒
業
し
、
一
八
四
七
年
か
ら
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
南
側
に
あ
る
ス
タ
テ
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に
父
親
が
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
の
た
め
に
購
入
し
て
く
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れ
た
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
る
広
大
な
農
地
で
農
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
場
所
を
オ
ル
ム

ス
テ
ッ
ド
は
「
ト
ソ
モ
ッ
ク
農
場
」
と
命
名
し
て
一
八
六
六
年
ま
で
経
営
し
て
お
り
、
そ
の
住
居
も

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
年
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
が
景
観
建
築
の
元
祖
と
な
る
背
景
は
、
こ
こ
で
の

経
験
に
あ
り
ま
す
。 

  

し
か
し
、
そ
の
時
期
に
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
転
身
を
開
始
し
ま
す
。
一
八
六
一
年
に
勃
発
す
る
ア

メ
リ
カ
の
南
北
戦
争
は
奴
隷
制
度
の
賛
否
を
背
景
と
す
る
内
戦
で
す
が
、
す
で
に
五
〇
年
代
か
ら
気

配
は
あ
り
ま
し
た
。
奴
隷
制
度
に
反
対
の
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
五
二
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
南
部

を
旅
行
し
て
実
態
を
見
聞
し
た
経
験
を
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
デ
イ
リ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
（
現
在
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
）
』
に
「
テ
キ
サ
ス
旅
行
」
な
ど
何
本
か
の
記
事
と
し
て
掲
載
し
、
奴
隷
制

度
に
反
対
の
意
見
を
表
明
し
ま
す
。 

  

そ
の
経
験
を
評
価
さ
れ
、
一
八
五
五
年
か
ら
五
七
年
ま
で
は
『
パ
ッ
ト
ナ
ム
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
と

い
う
雑
誌
の
編
集
長
に
就
任
、
六
五
年
に
は
『
ザ
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
と
い
う
雑
誌
を
共
同
で
創
刊
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
背
景
に
し
て
、
次
第
に
本
業
と
な
る
景
観
建
築
や
公
園
設
計
の
方
向
に

転
向
し
て
い
き
ま
す
。
五
六
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
作
家
や
画
家
で
構
成
す
る
「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
会
員
に
な
り
、
す
べ
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
の
た
め
の
公
園
を
提
案
し

て
い
ま
す
。 

 
 

 

図１ バーケンヘッド公園（1847） 
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そ
れ
以
前
の
一
八
五
〇
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
を
旅
行
し
て
公
共
公
園
を
視
察
し
、
イ
ギ
リ
ス
中
部
の

都
市
バ
ー
ケ
ン
ヘ
ッ
ド
に
Ｊ
・
パ
ク
ス
ト
ン
が
設
計
し
た
「
バ
ー
ケ
ン
ヘ
ッ
ド
公
園
」
に
感
動
し
ま

す
（
図
１
）
。
パ
ク
ス
ト
ン
は
翌
年
、
イ
ギ
リ
ス
が
開
催
す
る
世
界
最
初
の
「
大
博
覧
会
」
の
会
場

と
な
る
鉄
骨
と
ガ
ラ
ス
で
で
き
た
「
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
」
（
図
２
）
を
設
計
し
た
人
物
で
す
。

オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
印
象
を
「
ア
メ
リ
カ
農
夫
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
旅
行
と
談
話
」（
一

八
五
二
）
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 

 
 

 

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
成
功 

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
一
七
世
紀
初
期
に
オ
ラ
ン
ダ
の
商
人
が
南
端
に
入
植
し
、
ニ

ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
名
付
け
て
い
た
場
所
で
す
が
、
次
第
に
北
側
に
発
展
し
、
一
九
世
紀
初

期
の
三
〇
年
間
で
人
口
が
四
倍
に
な
る
ほ
ど
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
居
住
環
境
が

悪
化
し
て
き
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
造
園
作
家
Ａ
・
Ｊ
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ
な
ど
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ

ド
パ
ー
ク
や
パ
リ
の
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
林
の
よ
う
な
市
民
の
た
め
の
公
園
が
必
要
だ
と
主
張
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

  

そ
こ
で
一
八
五
三
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
が
「
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」
と
な
る
広
大
な
土
地

を
公
園
用
地
に
指
定
、
五
五
年
ま
で
に
、
す
で
に
居
住
し
て
い
た
人
々
に
退
去
し
て
も
ら
い
、
現
在

価
格
に
換
算
す
る
と
約
二
〇
〇
億
円
に
も
な
る
金
額
で
用
地
を
取
得
し
、
五
七
年
に
公
園
計
画
の
公

開
競
技
設
計
を
実
施
し
ま
す
。
三
三
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
公
園
設
計
の

恩
師
で
あ
る
Ａ
・
Ｊ
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ
か
ら
紹
介
さ
れ
た
Ｃ
・
ヴ
ォ
ー
ク
ス
と
共
同
で
応
募
、
見
事
に

一
位
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）
。 

 

図３ セントラルパーク（1857） 

図２ クリスタルパレス（1851） 



4 

 
提
案
の
大
半
が
公
園
を
周
囲
の
街
区
と
融
合
さ
せ
る
よ
う
な
内
容
で
し
た
が
、
一
位
と
な
っ
た
二

人
の
提
案
は
公
園
と
周
囲
を
明
確
に
分
離
し
た
計
画
で
し
た
。
当
選
の
決
定
直
後
か
ら
工
事
は
開
始

さ
れ
ま
す
が
、
敷
地
は
岩
山
と
沼
地
が
大
半
で
、
南
北
戦
争
の
激
戦
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
の
戦
闘
で
使

用
さ
れ
た
以
上
の
火
薬
を
使
用
し
て
岩
石
を
粉
砕
、
植
栽
に
不
敵
な
土
壌
を
大
量
に
除
去
す
る
一
方
、

適
切
な
客
土
を
搬
入
し
て
植
林
し
、
以
後
の
手
本
と
な
る
公
園
を
実
現
し
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
初

代
の
園
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

  

こ
の
都
市
公
園
が
評
価
さ
れ
た
の
は
巨
大
都
市
に
広
大
な
緑
地
が
出
現
し
た
と
い
う
以
上
の
理

由
が
あ
り
ま
す
。
建
設
段
階
で
は
巨
額
の
工
事
費
用
に
よ
り
大
量
の
雇
用
が
発
生
し
て
失
業
対
策
に

な
り
ま
し
た
。
完
成
し
た
段
階
で
は
、
養
豚
農
場
が
あ
っ
た
場
所
が
散
策
の
で
き
る
緑
地
に
な
り
、

水
路
の
開
通
が
大
雨
対
策
に
な
り
、
立
体
交
差
道
路
に
よ
り
馬
車
に
干
渉
さ
れ
ず
に
人
間
が
散
策
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
の
計
画
に
よ
り
、
周
囲
の
土
地
の
価
値
が
向
上
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
象
徴

す
る
場
所
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
に
公
園
運
動
が
発
生 

  

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
評
判
は
全
米
に
浸
透
し
、
都
市
公
園
を
建
設
す
る
「
ア
メ
リ
カ
公
園
運
動
」

が
発
生
し
ま
す
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
隣
接
す
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
煉
瓦
用
採
石
場
跡
地
を
公
園
に
す

る
設
計
を
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
に
依
頼
し
ま
す
。
岩
山
を
公
園
に
す
る
無
理
な
注
文
で
し
た
が
、
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
大
量
の
客
土
に
よ
り
植
栽
を
可
能
に
し
た
経
験
に
よ
り
緑
豊
か
な
「
プ
ロ
ス
ペ
ク

ト
パ
ー
ク
」
が
実
現
し
ま
し
た
（
図
４
）
。
こ
れ
ら
の
成
功
に
よ
り
設
計
依
頼
が
殺
到
し
、
数
百
の

都
市
公
園
を
実
現
し
て
い
ま
す
。 

 

 

図４ プロスペクトパーク（1867） 
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オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
の
設
計
し
た
公
園
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
の
あ
る
宮
殿
の

公
園
の
よ
う
に
、
整
然
と
し
た
並
木
や
幾
何
学
的
な
模
様
の
花
壇
に
草
花
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
自
然
景
観
を
再
現
す
る
公
園
で
し
た
。
両
岸
が
石
積
み
で
整
備
さ
れ
た
直
線
の
水
路
で
は

な
く
自
然
な
曲
線
の
水
路
、
芝
生
の
あ
る
丘
陵
で
は
な
く
地
層
の
露
出
し
た
岩
山
、
整
備
さ
れ
た
並

木
で
は
な
く
雑
木
の
森
林
の
よ
う
な
風
景
が
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の
嗜
好
に
合
致
し
、
全
国
各
地
か
ら

設
計
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
す
。 

  

公
園
の
設
計
で
の
名
声
は
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
依
頼
に
も
波
及
し
ま
し
た
。
一
八
五
七
年

以
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
分
校
（
一
八
六
五
）
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
ワ
シ
ン
ト
ン

大
学
（
一
八
六
五
）
、
ギ
ャ
ロ
ー
デ
ッ
ト
大
学
（
一
八
六
六
）
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
（
一
八
六
七
）
、

バ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
一
八
九
四
）
な
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
を
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
父
親
の
仕
事
を
継
承
し
た
二
人
の
息
子
も
多
数
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
計
画
し
、
合
計
五
〇

以
上
に
も
な
り
ま
す
。 

  

さ
ら
に
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
を
有
名
に
し
た
の
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
発
見
四
〇
〇
年
を
記

念
し
て
一
八
九
三
年
に
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
博
覧
会
」
で
す
。
ミ
シ
ガ
ン
湖
畔

の
広
大
な
土
地
に
入
江
や
運
河
を
構
築
、
二
〇
〇
棟
以
上
の
建
物
が
建
設
さ
れ
た
壮
大
な
会
場
を
計

画
し
た
の
が
当
時
の
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
Ｊ
・
Ｗ
・
ル
ー
ト
、
Ｃ
・
Ｂ
・
ア
ト
ウ
ッ
ド
、
Ｄ
・
バ

ー
ナ
ム
、
そ
し
て
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
で
し
た
。
こ
の
企
画
は
成
功
し
、
半
年
で
二
七
〇
〇
万
人
の
観

客
が
殺
到
し
ま
し
た
（
図
５
）
。 

 

図５ コロンビア大博覧会（1893） 
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自
然
保
護
に
尽
力 

  

し
か
し
奴
隷
制
度
に
反
対
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
正
義
の
意
識
の
明
確
な
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
自
然

環
境
保
護
に
も
尽
力
し
ま
す
。
一
八
六
五
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
マ
リ
ポ
サ
鉱
山
で
仕
事
を
し
て

い
た
と
き
、
前
年
に
州
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
直
後
の
ヨ
セ
ミ
テ
に
旅
行
し
、
ア
メ
リ
カ
で
最
大
の

落
差
（
七
三
九
メ
ー
ト
ル
）
の
あ
る
ヨ
セ
ミ
テ
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
（
図
６
）
や
リ
ボ
ン
・
フ
ォ
ー
ル
ズ

（
四
九
一
メ
ー
ト
ル
）
、
セ
コ
イ
ヤ
の
巨
木
が
群
生
し
て
い
る
マ
リ
ポ
サ
・
ビ
ッ
グ
・
ツ
リ
ー
・
グ

ロ
ー
ブ
を
見
物
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 

し
か
し
、
当
時
は
林
業
や
鉱
業
の
企
業
が
公
園
内
部
に
進
出
し
、
樹
木
を
伐
採
し
た
り
鉱
石
を
採

掘
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
ヨ
セ
ミ
テ
渓
谷
を
公
共
の
公
園
と
し
て
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
土
地
に
し
、
自
然
環
境
を
管
理
す
る
た
め
の
組
織
を
創
設
す
る
こ
と
を
連
邦
議

会
に
請
願
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
認
定
さ
れ
て
組
織
が
設
立
さ
れ
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
委
員
長
と
な

っ
て
国
立
公
園
の
制
度
の
創
設
に
尽
力
し
、
ヨ
セ
ミ
テ
も
一
八
九
〇
年
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  

さ
ら
に
ナ
イ
ア
ガ
ラ
瀑
布
の
保
全
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
（
図
７
）
。
一
八
八
〇
年
に
ナ
イ
ア
ガ

ラ
を
訪
問
し
た
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
周
囲
に
民
間
の
営
利
施
設
が
乱
立
し
、
発
電
施
設
ま
で
建
設
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
愕
然
と
し
ま
す
。
そ
こ
で
訪
問
し
て
き
た
人
々
が
自
由
に
利
用
で
き
る
公
共
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
政
府
に
提
案
し
ま
す
。
や
や
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
一

図６ ヨセミテ・フォールズ 

図７ ナイアガラ瀑布 
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八
八
七
年
に
自
然
環
境
の
保
全
を
義
務
と
す
る
土
地
保
護
制
度
が
成
立
し
、
営
利
施
設
を
排
除
す
る

こ
と
に
成
功
し
ま
す
。 

 

景
観
建
築
を
開
拓
し
た
巨
匠 

  

次
々
と
新
規
の
分
野
を
開
拓
し
て
き
た
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
も
七
三
歳
に
な
っ
た
一
八
九
五
年
に

引
退
を
決
意
し
、
九
八
年
に
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
ベ
ル
モ
ン
ト
の
マ
ク
リ
ー
ン
病
院
で
生
活
す
る
よ

う
に
な
り
、
一
九
〇
三
年
に
死
亡
す
る
ま
で
滞
在
し
ま
し
た
。
遺
体
は
故
郷
の
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
の

墓
地
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
は
二
人
の
息
子
Ｊ
・
Ｃ
・
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
と
Ｆ
・
Ｌ
・
オ

ル
ム
ス
テ
ッ
ド
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
兄
弟
会
社
を
設
立
し
、
一
九
八
〇
年
ま
で
父
親
の

開
拓
し
た
仕
事
を
継
続
し
ま
し
た
。
名
前
が
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
最
古
の
技
師
は
紀
元
前
三

〇
世
紀
に
エ
ジ
プ
ト
の
サ
ッ
カ
ラ
に
あ
る
段
状
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
設
計
し
た
イ
ム
ホ
テ
ッ
プ
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
、
建
築
技
師
は
都
市
計
画
や
庭
園
設
計
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
一
九
世
紀
に
景
観
建
築
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
）
と
い
う

新
規
の
分
野
を
開
拓
し
た
最
初
の
人
間
で
す
。
膨
大
な
公
園
や
大
学
の
敷
地
計
画
を
実
現
し
て
き
ま

し
た
が
、
質
量
と
も
に
偉
大
な
人
物
で
し
た
。 

  

 

つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
、
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
最
新
刊
は
『
凛
凛
た
る
人
生
』
（
遊
行

社
）
。 

 


